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第

回
総
会
（
定
時
）
開
催
さ
れ
る 

特
別
会
員
農
産
物
生
産
者
会
議
開
催 

～
よ
り
一
層
の
満
足
さ
れ
る
農
作
物
の
提
供
を
～ 

          

角
田
市
農
業
振
興
公
社
の
第
26
回
総
会

（
定
時
）
が
５
月
31
日
（
月
）
午
後
６
時
30

分
か
ら
角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー
201
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
27
人
の
会
員
が
出
席
（
議
決

権
行
使
書
出
席
含
め
123
人
）
し
ま
し
た
。 

開
会
に
当
た
り
、
黑
須
理
事
長
か
ら
、
今

年
産
の
主
食
用
米
の
作
付
目
安
の
状
況
や
角

田
の
特
産
品
で
あ
る
「
梨
」
が
、
４
月
の
低
温

に
よ
る
凍
霜
害
で
大
変
な
打
撃
を
受
け
た
た

め
に
、
大
河
原
振
興
事
務
所
へ
の
要
望
し
て

き
た
こ
と
、
さ
ら
に
県
庁
へ
行
っ
て
要
望
し

て
く
る
こ
と
な
ど
の
報
告
を
含
め
な
が
ら
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
情
を
考

慮
し
来
賓
を
ご
案
内
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

角
田
市
議
会
議
長
渡
邊
誠
様
、
宮
城
県
議
会

議
員
八
島
利
美
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴

し
ま
し
た
の
で
、
奉
読
の
う
え
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
北
郷
地
区
の
白
戸
康
一
さ
ん
を

議
長
に
選
出
し
、「
令
和
２
年
度
事
業
の
報
告

と
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、

財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
」「
公
益
社
団
法

人
角
田
市
農
業
振
興
公
社
会
費
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」「
公
益
社
団
法
人
角
田
市
農

業
振
興
公
社
費
用
弁
償
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
４
つ

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
と
も
満 

        

 

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
は
現
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
理
事

15
名
（
う
ち
３
名
新
任
）
と
監
事
２
名
が
（
う

ち
２
名
新
任
）
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
退
任
さ
れ
た
役
員 

理
事
：
佐
藤
正
友
氏
、
笠
松
郁
子
氏 

監
事
：
高
橋
俊
明
氏
、
泉 

隆
司
氏 

 ※
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
◎
は
新
任
） 

理
事
：
黑
須 

貫
氏
、
舟
山
健
一
氏 

遠
藤
裕
一
氏
、
日
下
徳
彦
氏 

亀
谷
久
雄
氏
、
◎
島
津
健
一
氏 

渡
邊
俊
博
氏
、
堀
米
浩
二
氏 

面
川
義
明
氏
、
熊
谷
繁
寿
氏 

宍
戸
明
美
氏
、
森
谷 

茂
氏 

三
浦 

徹
氏
、
◎
永
田
眞
由
美
氏 

◎
小
野
良
憲
氏 

 

監
事
：
◎
齋
藤
巧
一
氏
、
◎
齋
藤 

修
氏 

黑
須
理
事
長
、 

舟
山
副
理
事
長
が
再
任 

定
時
総
会
終
了
後
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

理
事
、
監
事
が
出
席
し
て
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
理
事
長
、
副
理
事
長
の
選
定
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
理
事
長
に
黑
須
貫
氏

（
角
田
市
長
）
、
副
理
事
長
に
舟
山
健
一
氏

（
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
組
合
長
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。 

 

                            

角
田
の
農
産
物
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
特
別
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
た
め
の
生
産
者
打
ち
合
わ
せ
会

が
、
５
月
27
日
角
田
市
農
業
振
興
公
社
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
は
、
特
別
会
員
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
農
産
物
を
生
産
し
、
お

届
け
し
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
会
議

で
、
米
、
梅
干
し
、
味
噌
、
梨
の
生
産
者
ら

８
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
昨
年
度
ま
で

の
申
込
口
数
の
推
移
及
び
申
込
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
農
畜
産
物
の
品
目
別 

     
 

 
 

 

基
準
等
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー

で
こ
れ
ほ
ど
美
味
し
い
物
は
手
に
入
り
ま

せ
ん
、
添
加
物
な
し
で
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
ま
す
等
、
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
と
い

う
意
見
が
多
く
、
ま
た
次
回
も
購
入
し
た

い
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
低
温
が
続
き
度
重
な
る
霜

被
害
に
よ
り
角
田
産
の
梨
を
お
届
け
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
梨
を
除

く
農
産
物
で
募
集
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

最
後
に
、
特
別
会
員
事
業
に
ご
賛
同
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
、
よ

り
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
生
産
者
の

皆
様
と
角
田
市
農
業
振
興
公
社
が
一
体
と

な
り
対
応
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

今
年
度
も
募
集
案
内
を
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

       

 

    

 

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り 

公
益
社
団
法
人 

角
田
市
農
業
振
興
公
社 
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荒
川
隆
顧
問 

「
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
理

事
長
に
就
任
」 

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
操
作
研
修
会
（
決
算
・

確
定
申
告
書
作
成
編
）
を
開
催
～
角
田
市

農
業
青
色
申
告
会
～ 

 

    

令
和
３
年
２
月
15
日
、
角
田
市
農
業
青

色
申
告
会
は
、
角
田
地
域
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
と
共
催
で
農
業
青
色
申
告

会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
農
業
簿
記
操
作

研
修
会
（
決
算
・
確
定
申
告
作
成
編
）
を
公

社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 
研
修
会
に

は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ
て
16
名
が
出
席

し
ま
し
た
。 

ソ
リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招

き
し
て
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
11
の
ソ
フ

ト
と
確
定
申
告
作
成
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
後
、
減
価
償
却
費
や
家
事
関
連

費
の
各
種
転
送
の
方
法
、
確
定
申
告
書
作

成
ソ
フ
ト
へ
の
取
込
方
法
な
ど
、
青
色
申

告
決
算
書
と
確
定
申
告
書
の
作
成
及
び
出

力
ま
で
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
さ

れ
た
会
員
は
、
講
師
の
先
生
に
ソ
フ
ト
の

機
能
に
関
す
る
質
問
す
る
な
ど
、
熱
心
に

受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

         

   

     

か
く
だ
の
地
酒
を
楽
し
む
会
で
は
、
昨

年
大
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
角
田
産

の
酒
米
「
美
山
錦
」
を
使
用
し
、
蔵
王
酒
造 

で
醸
造
す
る
「
ひ
や
お
ろ
し
」
を
今
年
も
特

別
販
売
い
た
し
ま
す
。 

 

『
ひ
や
お
ろ
し
』
と
は
・
・
・
・
・ 

① 

冬
に
仕
込
ん
だ
新
酒
を
一
回
の
み

火
入
れ
す
る
。 

② 

低
温
貯
蔵
で
夏
の
間
じ
っ
く
り
熟

成
さ
せ
る
。 

③ 
秋
風
が
吹
く
こ
ろ
に
出
荷
さ
れ
る

日
本
酒
で
す
。 

 

寝
か
せ
る
こ
と
で
角
が
取
れ
飲
み
口
が

良
く
ま
ろ
や
か
で
味
わ
い
深
い
の
が
特
徴

で
す
。 

脂
の
乗
っ
た
秋
の
秋
刀
魚
や
冬
の
鍋
物

と
の
相
性
は
最
高
か
も
♪
♪ 

 

純
米
大
吟
醸
と
特
別
純
米
酒
２
本
一
セ

ッ
ト
、
秋
季
限
定
及
び
数
量
限
定
に
て
販

売
い
た
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
農
業
振
興
公
社
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

※
２０
歳
以
上
の
方
の
み
の
販
売
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
１
セ
ッ
ト
２
本
（
純
米
大
吟
醸
、
特
別

純
米
酒 

各
1.8
ℓ
） 

 

販
売
価
格 

８
，
８
０
０
円
（
税
込
） 

 

   
  

令
和
３
年
６
月
７
日
、
本
公
社
顧
問
で

あ
る
荒
川
隆
氏
が
、
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー

理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
荒
川
顧
問
は
一
般
社
団
法
人
全

国
酪
農
協
会
か
ら
『
農
業
・
農
村
政
策
の
光

と
影
』
と
題
し
て
、
著
書
を
出
版
・
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
購
入
下
さ
い
。 

〇
詳
細 

題
名
『
農
業
・
農
村
政
策
の
光
と
影
』 

Ｂ
５
判 

１
６
２
頁 

販
売
価
格 

１
，
６
５
０
円 

※
書
店
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〇
申
込
先 

一
般
社
団
法
人
全
国
酪
農
協
会
指
導
部 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３-

３
３
７
０-

７
２
１
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

３
３
７
０-

３
８
９
２ 

左
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
ご
注
文

下
さ
い
。
ま
た
下
記
の
申
込
先
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
購
入
で
き
ま
す
。 

         

荒
川 

隆
（
あ
ら
か
わ 

た
か
し
） 

１
９
５
９
年 

宮
城
県
生
ま
れ 

角
田
小
学
校
、
角
田
中
学
校
、
角
田
高
等
学

校
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業 

１
９
８
２
年 

農
林
水
産
省
入
省
。
食
糧

部
長
、
畜
産
部
長
、
総
括
審
議
官
、
大
臣
官

房
長
、
農
村
振
興
局
長
を
歴
任 

２
０
１
８
年 

退
官 

 

現 
 

 

在 

角
田
市
農
業
振
興
公
社
の

顧
問
及
び
J

A
全
農
の
経
営
管
理
委
員
、

食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を
務
め
る
。

４月からの公社職員体制です。 
事務局長 赤坂 誠（市より派遣） 

次  長 佐藤 祥文（JA みやぎ仙南より出向）

主  事 毛利 伝一 

主  事 加藤 厚志 

主  事 斎  正昭 

主  事 佐藤 裕美 

主  事 秋山 英輝（市より公社担当） 事務所は、角田市役所西庁舎の北西にあります 
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緑
ヶ
丘
小
・
北
郷
小
学
習
田 

下
目
黒
小
・
枝
野
小
学
習
田 

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
農
業
体
験
学
習
「
春
」
各
団
体
で
田
植
え 

目
黒
角
田
絆
交
流
実
行
委
員
会 

月
光
原
小
・
西
根
小
学
習
田 

     

例
年
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
で
は
農
業
体

験
学
習
と
し
て
、
東
京
都
目
黒
区
の
小
学

校
と
合
同
で
田
植
え
体
験
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年
度
は

手
植
え
体
験
を
行
わ
ず
、
機
械
で
の
田
植

え
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。 

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
目
黒
区
の
小
学

校
と
の
交
流
体
験
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
枝
野
地
区
と
西
根
地
区
で
は
、
地
元
の

小
学
生
が
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
郷
地
区
で
は
、
秋
の
収
穫
体
験
を

期
待
し
て
、
機
械
で
の
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。 

２
週
間
に
一
度
、
各
田
ん
ぼ
に
て
生
育

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
順
調
に
生
育
し

て
い
ま
す
。
田
植
え
の
様
子
と
一
緒
に
ご

紹
介
し
ま
す
。 

     

北
郷
小
学
校
で
は
、
毎
年
５
年
生
が
行

っ
て
い
た
田
植
え
体
験
は
中
止
し
、
５
月

13
日
に
北
郷
小
学
校
学
習
田
30
ア
ー
ル
に
、

田
の
所
有
者
の
森
谷
茂
さ
ん
が
田
植
機
に

よ
り
「
つ
や
姫
」
の
植
え
付
け
を
実
施
し
ま

し
た
。 

            

       

枝
野
小
学
校
で
は
、
今
年
は
３
年
生
以

上
児
童
43
名
で
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。 

５
月
８
日
、「
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
入
校
式
」

が
行
わ
れ
、
校
長
で
あ
る
黑
須
角
田
市
長

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
農
協
青
年
部

枝
野
支
部
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
子

ど
も
会
育
成
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と

「
つ
や
姫
」
の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
田

植
え
風
景
を
ド
ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
撮
影

し
、
映
像
を
下
目
黒
小
学
校
に
送
り
ま
し

た
。
秋
の
稲
刈
り
に
は
一
緒
に
体
験
が
で

き
る
よ
う
に
期
待
し
な
が
ら
の
田
植
え
で

し
た
。 

後
日
、
下
目
黒
小
学
校
に
、
バ
ケ
ツ
で
田

植
え
が
出
来
る
よ
う
に
苗
と
土
を
送
っ
た

と
こ
ろ
、
バ
ケ
ツ
苗
の
写
真
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。 

 
                  

   

西
根
小
学
校
で
は
、
来
年
度
か
ら
の
統

合
を
控
え
、
西
根
小
学
校
単
独
と
し
て
は

最
後
と
な
る
田
植
え
体
験
を
、
５
月
15
日

に
全
校
生
徒
49
名
が
密
を
避
け
る
た
め
二

班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。 

西
根
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
の
皆
さ
ん

の
指
導
に
よ
り
、
約
７
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ

に
「
み
や
こ
が
ね
も
ち
」
と
い
う
も
ち
米
の

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

                   

目
黒
角
田
絆
交
流
事
業
「
春
」
の
田
植
え

に
つ
い
て
、
今
年
度
も
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
５
月
12
日
約
30
ア
ー
ル
の
交
流
田

に
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
、
田
の
所
有
者
で
あ

る
森
谷
茂
さ
ん
が
田
植
機
に
よ
る
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。 

 
      

〇
各
学
習
田
で
の
生
育
状
況 

（
６
月
30

日
現
在
） 

                               
 

           

緑ヶ丘小・北郷小

学習田 
平均草丈 58.5 ㎝ 

下目黒小・枝野小

学習田 
平均草丈 56.3 ㎝ 

月光原小・西根小 

学習田 
平均草丈 58.3 ㎝ 

目黒角田絆交流事業 

学習田 
平均草丈 54.5 ㎝ 

田植えの様子 

田植え体験の様子 

田植えの様子 

田植え体験の様子 

農業振興公社だより 第４５号                      令和３年８月１日発行 

 
 

角
田
市
農
業
機
械
銀
行
の 

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
総
会 

～
書
面
議
決
に
よ
り
決
議
さ
れ
る
～ 

地
酒
用
地
場
産
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

総
会(

お
ら
ほ
の
美
酒
を
育
て
る
会) 

～
書
面
議
決
に
よ
り
決
議
さ
れ
る
～ 

角
田
市
経
営
者
会
議 

 

～
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
～ 

    

去
る
4
月
16
日
（
金
）
午
後
6
時
00
分

か
ら
仙
南
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
角
田
市
農
業
機
械

銀
行
（
理
事
長 

菊
地
勝
治
／
会
員
数
27

人
）
第
47
回
通
常
総
会
（
解
散
総
会
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
来
賓
は
招
待

せ
ず
、
本
人
出
席
12
名
、
委
任
状
出
席
8

名
、
計
20
名
の
出
席
で
開
会
。 

は
じ
め
に
菊
地
理
事
長
か
ら
、「
角
田
市

農
業
機
械
銀
行
は
昭
和
50
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
当
時
は
利
用
者
も
多
く
会
員
数
も

現
在
の
2
倍
近
く
お
り
ま
し
た
が
、
近
年

の
後
継
者
不
足
・
高
齢
化
等
に
よ
り
会
員

数
も
減
少
し
、
利
用
者
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
第
46
回
通
常
総

会
に
お
い
て
正
式
に
令
和
2
年
度
限
り
で

解
散
を
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
本
日
の
解

散
総
会
に
至
り
ま
し
た
。
私
も
長
い
間
、
理

事
長
と
い
う
役
職
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
や
は
り
会
員
の
皆
様
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
菊
地
理
事
長
が
仮
議
長
に
な

り
、
議
長
に
北
郷
地
区
の
白
戸
康
一
さ
ん

を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
に
角
田
地
区
熊

谷
繁
寿
さ
ん
、
阿
部
弘
美
さ
ん
を
、
書
記
に

事
務
局
を
氏
名
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
～
第
3
号
議
案
ま
で
慎
重

審
議
を
行
い
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
計
通
帳
残
金
の
一
部
を
地
域
の

た
め
に
役
立
て
て
頂
こ
う
と
、
角
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。（
6
月
2
日
に
寄
付
済
） 

よ
っ
て
、
角
田
市
農
業
機
械
銀
行
は
こ

の
第
47
回
通
常
総
会
（
解
散
総
会
）
を
も

っ
て
47
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

本
来
で
す
と
、
総
会
終
了
後
に
懇
親
会

を
盛
大
に
実
施
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
行
わ
ず
出
席
者
に
記
念
品
を

渡
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

             

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
（
森
谷
茂
会

長 

会
員
51
名
）
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
防
止
を
図
る
た
め
、
総
会
に
代
え
て
、

会
員
に
よ
る
書
面
議
決
を
行
い
ま
し
た
。 

６
月
７
日
付
け
で
総
会
議
案
（
議
決
権

行
使
書
）
を
会
員
に
送
付
し
総
会
決
議
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を
令
和
３

年
６
月
18
日
と
し
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
な
ど
５
案
件

を
書
面
議
決
し
た
結
果
、
全
議
案
と
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
農
業
経
営
者
会
議
と
し
て
は
、

開
催
で
き
る
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
安

心
・
安
全
な
農
作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
会
員
の
破
傷
風
予
防
接
種
、
脳

検
診
へ
の
助
成
、
ま
た
、
先
進
地
視
察
に
対

し
て
の
助
成
を
行
う
と
共
に
セ
ミ
ナ
ー
、

講
演
会
等
の
関
西
を
と
お
し
て
、
個
々
の

農
業
経
営
に
対
す
る
知
識
、
情
報
等
を
多

く
の
会
員
と
共
有
し
な
が
ら
、
角
田
市
の

農
業
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

    

角
田
市
農
業
経
営
者
会
議
で
は
、
角
田

市
・
角
田
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
の
後
援
の
も
と
、
令
和
３
年
３
月
１９

日
に
角
田
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
を

会
場
に
フ
ァ
ー
ム
サ
イ
ド
株
式
会
社
代
表

取
締
役
佐
川
友
彦
氏
を
お
招
き
し
、「
農
家

の
経
営
改
善
・
販
売
手
法
及
び
働
き
方
改

革
」
と
い
う
演
目
で
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

経
営
者
会
議
会
員
及
び
農
業
法
人
並
び

に
若
手
担
い
手
等
29
名
の
参
加
者
が
熱
心

に
講
演
を
拝
聴
し
、
そ
の
後
の
意
見
交
換

に
お
い
て
は
佐
川
氏
の
著
書
に
つ
い
て
、

農
家
経
営
に
つ
い
て
な
ど
今
後
の
角
田
の

農
業
経
営
に
つ
い
て
の
質
問
が
時
間
を
超

え
て
活
発
に
行
わ
れ
好
評
を
得
、
後
日
、
佐

川
氏
の
著
書
を
全
会
員
に
今
後
の
農
家
経

営
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
提
供
い

た
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
よ
り
有
意
義
な
研
修
会
、
講

演
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

         

 

    

 

地
酒
用
地
場
産
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会(

お
ら
ほ
の
美
酒
を
育
て
る
会 

会
員

36
名)

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

総
会
に
代
え
て
、
会
員
に
よ
る
書
面
議
決

を
行
い
ま
し
た
。
６
月
１
日
付
け
で
総
会

議
案(

議
決
権
行
使
書)

を
会
員
に
送
付
し
、

総
会
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

日
を
令
和
３
年
６
月
11
日
と
し
、
令
和
２

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

な
ど
２
案
件
を
書
面
議
決
し
た
結
果
、
全

議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
次
第
で
は 

、
事
業
運
営
に
大

き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
会
員
制
に
よ
る
『
牟
宇
姫
』
と
『
か
く

だ 

ひ
や
お
ろ
し
』
の
二
大
ブ
ラ
ン
ド
の
販

売
や
会
員
の
集
い
等
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
、
楽
し
み
に
お

待
ち
下
さ
い
。 

△通常総会の様子 

△研修会の様子 


